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0

628

県支出金

受益者負担金

計

国庫支出金

差引（一般財源）

その他の特定財源

地方債

500

事務労働者派遣業務委託（調査結果入力及び集計）

＠1,700×7.0H×20日×2人×1.05

決算額

通信運搬費

地域経営計画書（後期計画）

（6分野39施策及び行革4施策）の指

標達成率

（H25年度実績）

印刷製本費

細　節 金　額

14

114

財

　

源

細　節

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

特　記　事　項指　標

どのような成果が現れます（現れました）か？

①計画、予算等について、新たな仕組みの中で、責任の所在が明確化されるこ

とで、各段階における協議、意思決定が着実に積み上げられるとともに、説明責

任が果たされるという庁内調整機能が向上していきます。

②町民の皆さんの、これまでの町の取組みに対する満足度（不満度）や、今日

的なニーズを把握することができます。

積　算　根　拠

H25

事前

評価

大きくは、以下の2点に取り組みます。

①H26年度の当初予算編成から、行政評価の事務手続きを廃止し

て、新たな予算編成の仕組みをスタートさせます。

②後期計画（H23～27）の総括かつ次期地域経営計画（H28～37）の

基礎データ収集として、住民意識調査（2,000人対象、無作為抽出）を

実施します。

実

績

担当部課 総務企画部 企画課

係　長

計

画

H23

事後

評価

檜山　史進

H23年度は、東日本大震災による被災状況下で、計画面・財政面に

おいても緊急事態であるという状況を考慮し、「東日本大震災への対

応（復旧・復興事業）に係るボリューム(財源・人員)とのバランス」という

観点に特化して、政策査定というよりも予算査定に近い事前評価を実

施し、事業の先送り、事業費の圧縮に取り組みました。

事務事業名 計画推進事業費（（旧）政策マネジメントシステム推進事業費）

計画係担　当

意識調査返信用封筒（料金受取人払）印刷

＠6.3×2,100枚×1.05

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-02-01-06-003-01-01-0

事業の分類 既存事業

予算科目

コード

金　額 特　記　事　項

郵送（料金受取人払）料金

＠95×1,200件（2,000人×60％）

計　画　　　　　【千円】

70.0％

目　標　値 達　成　値

＜参考＞後期計画の達成状況

施策評価調書の指標のうち、年毎の目標値に対して、「↑目標値以上の成果があった」ものと

「→目標値どおりの成果があった」ものの率を足したもの。

H23年度実績：65.1％（28/43施策）

予算現額

628

当初予算額

委託料

特　記　事　項

0

決　算

予

　

算

実　績　　　　　　　【千円】

628

流用額

補正予算額


